
２０年以上前、友人から格安でＷＡＲＣ ＢＡＮＤがついたＦＴ－７０７Ｓを譲って頂きました。
又、オプションもつけてくれました。

しばらく使っていたがＶＦＯが発振しなくなりました。
譲って頂いた中に、オプションのデジタルＶＦＯ ＦＶ－７０７ＤＭが有りましたが、
プッシュスイッチで周波数を変える方式のため、ダイヤルを回す方式と比べ
使い勝手が良くありません。

VFOと同じ周波数を発振するミズホ通信のＶＦＯ－５Ｄを入手し使い始めました。
しかし、同調ノブを時計方向に廻すと受信周波数が下がってしまう。
ＦＴ－７０７Ｓの周波数構成のため仕方なく、このままで使ってました。

今年４月に、たまたまＣＹＴＥＣのＨＰを見てたら
　　　５ＭＨｚ～５．５ＭＨｚの設定可能。
　　　しかも
　　　周波数のリバース設定が出来るＰＬＬ ＭｏｎｏＢａｎｄ ＶＦＯを見つけ、
早速注文しました。

ＦＴ８も安定して受信出来るＦＴ７０７Ｓ用外付けＶＦＯが出来ました。

ＦＴ－７０７Ｓ用外付けＶＦＯへ
PLL MonoBand VFOを活用した事例
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製作ﾏﾆｭｱﾙに従い製作しましたが、
　　・出力は1系統だけで良いのでﾊﾟﾜｰスプリッターは実装しませんでした。
　　・出力周波数が5.00MHz～5.500MHzと低いので同封のICｿｹｯﾄを使いました。
　　・3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ(NJM2845DL1-33)の入力端子にR2が接続されICに加わる電圧を下げてますが
　　　FT-707Sから供給されるのが13.5Vと製作ﾏﾆｭｱﾙの12Vより高くなってます。
　　　流れる電流が68mA(実測)のため、元々付属していたR2（３９Ω）に７８Ωを追加し１１７Ωとして
　　　三端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀに加わる電圧を５．４Vに下げました。
　　　(端数の抵抗は、手持ち在庫でW数が大きいものを使っただけです。)

LPFの特性を測定するため、LPFの配線のみとなるようｸﾛｯｸｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰを取り付けない状態で測定しました。
ｶｯﾄｵﾌ周波数が６．１６ＭＨｚとまずまずの特性になってました。



配線がごちゃごちゃしてますが、VFO-5Dが入っていたｹｰｽの空きｽﾍﾟｰｽにPLL MonoBand VFO
(以下PLL VFOと略します)を入れました。

組み立てが完了したので、PLL VFO出力の高調波を確認しました。
  基本波より
     2倍波が-50,6dBm
     3倍波が-64.3dBm

と、外部VFOとして使うのに十分な特性になってました。



ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟを使い PLL　VFOの出力ﾚﾍﾞﾙをオプションのデジタルＶＦＯ ＦＶ－７０７ＤＭと同じﾚﾍﾞﾙに
なるよう調整しました。(後述の回路図参照願います)

製作ﾏﾆｭｱﾙに「ｻｲﾝ波が必要な場合は、LPFを入れて下さい」と有りましたが、その通りの結果になりました。
そして綺麗なｻｲﾝ波でした。
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ＰＬＬ ＶＦＯになったので、LC VFOでは難しかったFT8の受信をしてみました。
と言っても私自身FT8は全くのド素人。,ﾈｯﾄから色々情報を集め、ｿﾌﾄをｲﾝｽﾄｰﾙ。
音声はUSBｵｰﾃﾞｨｵ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用。早速7MHzでﾄﾗｲしてみました。ﾓｰﾄﾞはLSB。が、まったくﾀﾞﾒ。
そこで10MHzにしﾓｰﾄﾞは10MHzなのでUSB、今度はOK。もしかしたらと思い7MHzに戻ってUSBにしたらOK。
SSBとは違う事を知りました。Hi。　　　　そしてPLL VFOの安定度を実感しました。



＊１３．５Ｖと８ＶはＦＴ－７０７Ｓから供給される。
＊同軸ｹｰﾌﾞﾙは１．５Ｄ－２Ｖを使用。
＊Ａ点にオシロをつなぎ４６０ｍＶｐ－ｐになるよう１ＫΩボリョウムを調整する。
　（４６０ｍＶｐ－ｐ ＝ ＦＴ－７０７Ｓのｵﾌﾟｼｮﾝ ＦＶ－７０７ＤＭのレベル）
＊ＤＩＮ ８Ｐのプラグとジャックは１３．２φのＵ型を使用
　（Ｃ型というのが有るがＦＴ７０７ＳのＥＸＴ　ＶＦＯソケットに入らないので注意）
*ＲＬは手持ち在庫のオムロン製Ｇ２Ｅ－１８７Ｐ－Ｈを使用。
 （既に廃品種になっているので、１２Ｖ駆動の１回路２接点のもので代替可能）

*ＦT707Sの取説にDIN8Pの図とﾋﾟﾝ番号が載っているが、⑦と⑧が違っているので注意
　(下図の赤が正しい)


